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人吉市立人吉西小学校 学校だより「４月号」  
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～「勇（優）気・やる気・元気」を持って～ 
 

鳥ヶ丘 
と り が お か 

【校訓】 
 

「誠実」「勉学」「健康」「友愛」 
 
【学校教育目標】 
 
 郷土の創造と自己の向上に向けて 
 

自ら学び、心豊かに 
 

たくましく生きる子どもの育成 

 

令和７年度 １学期始業式 

 「勇気（優気）」「やる気」「元気」で頑張ろう。 
始業式では、新しい学年がスタートし、子ども達のやる気に満ちた笑顔
をたくさん見ることができました。どんな１年間になるのか、とても楽し
みです。心身ともにたくましく、優しく成長し、学校教育目標にあるよう
に、自ら学び、心豊かに伸びていく人吉西小の児童に育ってほしいと思い
ます。 
そこで、大切にしたい５つの合い言葉を紹介します。伝統ある合い言葉
であり、児童の成長を必ず支えてくれると思います。 

 
 ５つの合い言葉 

と･･･友達と笑顔であいさつ 
り･･･理解する（わかる）まで勉強 
が･･･がんばろう！無言そうじ 
お･･･思いやりの心を持って 
か･･･感謝「ありがとう」が言える 

   西っ子に 
 

 令和７年度就任式 
新しく８名の職員が人吉西小学校に赴任しまし

た。保護者・地域の皆様どうぞよろしくお願いい
たします。 
校長 小柿  勇（姫戸中学校より） 
教頭 尾方 秀臣（球磨清流学園より） 
教諭 木下 晃司（上小学校より) 
教諭 須惠 勝幸（人吉東小学校より） 
教諭 德永さくら（新規採用） 
講師 河添 秀和（上小学校より） 
事務主査 中村美代子（相良南小学校より） 
特別支援教育支援員 森下 公美（新規採用） 
 
今年度の教職員は、合計２６名です。よろしく

お願いします。 
 
  
 



 

人吉西小でも教科担任制を導入します。 
全国的に広がりを見せている教科担任制導入の背景として、小学校から

中学校に入学した際に、新しい環境や授業の難易度についていけなくなる
いわゆる「中１ギャップ」への対応が挙げられます。中学生になると学級
担任制から教科担任制に変わり、学習内容も難しくなります。加えて、思
春期特有の指導のきめ細やかさも求められてきます。そこで、小・中学校
のつながりや学年の変わり目などをスムーズにすることで、学びの質を高
め、つながりのある義務教育９年間にすることを目的としています。 
教科担任制を導入することのメリットは、大きく４点あります。 
１つ目は、専門性の高い教員が複数のクラスの授業を担当し、より熟練

した指導を行えることです。子どもの学習内容の理解度が高まり、学力の
向上につながります。 
２つ目は、教員１人が担当する授業数が軽減し、授業準備が効率化され

ます。よって、教育活動の充実にもつながります。 
３つ目は、学級担任だけでなく、教科担任を加えた複数の視点で子ども

を理解することや信頼関係を深めることで、子どもの心の成長を助けるこ
とです。子どもにとって、学校がさらに安心で安全な場であることが重要
です。 
 ４つ目は、小・中学校の連携によって、小学校から中学校への円滑な接
続（中１ギャップの解消など）が進むことです。子どもにとっては、いず
れ訪れる中学校生活に自然に適応できる安心感が生まれます。 
 このようなメリットがあり、人吉西小では今年度から教科担任制に取り
組むことにしました。私たち職員にとっても初めての試みです。子どもた
ちも慣れるまでに時間がかかるかもしれません。軌道にのるまでは、問題
点等が出てくることも予想されます。しかし、子どもたちの心身の健やか
な成長と学力の向上のために、全職員でしっかり取り組んでいきたいと思
います。 
参考：義務教育９年間を見通した指導体制の在り方について（文部科学省） 

 
＜人吉西小学校教科担任制＞ 
・５，６年国語科･･･手石方 敬   ・５，6年社会科･･･永塘 昭弘 
・５，6年算数科･･･木下 晃司   ・３，4年理科 ･･･永塘 昭弘 
・５，6年理科 ･･･中本美智子   ・５，6年音楽科･･･山口壮之助 
・５，6年図画工作科･･･山口壮之助 ・５，6年家庭科･･･中本美智子 
・５，6年外国語科･･･山口壮之助  ・２～６年体育科･･･渡辺 昌也 
※発達段階を踏まえて、５，6年生に多く導入しました。 
※上記以外は学級担任が授業を行います。 
※１年生は学級担任による授業となります。 
 
 「チームワーク」「フットワーク」「ネットワーク」は人吉西小職員の合
い言葉です。常に教育的愛情をもって児童に寄り添い、一緒に歩んでいけ
る教職員集団となって、大切なお子様の成長を支えていくことができるよ
うに邁進して参ります。 


